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大学病院を主とする 7施設（ 5大学精神科， 2 国
立療養所）で行われた入院患者対象の調査2）によ
れば，退院時平均4.0 剤の向精神薬が処方され，う
ち1.8 剤が抗精神病薬であり 平均投与量は chlor-
promazine 換算で 420mg であった。 Haloperidol
とlevomprazin または chlorpmazine の併







Which is beter for acute extrapyramidal sympto, switching 
the antipsychotic drug or ading an antiparkinsonian drug? 
＊徳島大学大学院医歯薬学研究部精神医学分野
〔干07-8503 徳島市蔵本町 3 丁目 18-5 〕
Tetsuro Ohmori : Departmn of Psychiatry, Tokushima Uni-
versity Gradute Schol of Biomedical Sciences. 3-185 Kura-































拠率 80% に達するのは， risperidone では 6mg 6> ,
olanzpine では 20mg3 ＞で、あり，それぞれの臨床用
量と軌をーにするのに対し， haloperidol の場合は
































治療開始早々に EPS が出現してしまったときに が期待できればまずは減量，その見通しが乏しけ
は，減量という方針は取りにくい。その場合は別 れば別の非定型薬への変薬で、あり，抗パ薬併用は
の非定型薬に切り替えるのが多くのガイドライン あくまでも次善の策ないし窮余の策と心がけるの
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